
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のクライアント信号を波長多重して伝送するＷＤＭネットワーク におい
て、

　有することを特徴とするＷＤＭネットワーク 。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、ＷＤＭ に関し、特に、ＷＤＭネットワークにクライ
アント信号を収容するＷＤＭ に関する。
【０００２】
【従来の技術】
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の管理装置

　ＷＤＭ端末装置に接続されており、ＷＤＭネットワークの全てのＷＤＭ端末装置及びＷ
ＤＭ－ＡＤＭ装置及びＷＤＭ端末装置に接続されているＳＯＮＥＴ装置をプロビジョニン
グするプロビジョニング手段と、
　ＷＤＭネットワークの全てのＷＤＭ端末装置及びＷＤＭ－ＡＤＭ装置及びＷＤＭ端末装
置に接続されているＳＯＮＥＴ装置のアラーム監視を行うアラーム監視手段と、
　ＷＤＭネットワークの全てのＷＤＭ端末装置及びＷＤＭ－ＡＤＭ装置で検出した受信信
号レベルに基づいて各ＷＤＭ端末装置及びＷＤＭ－ＡＤＭ装置の信号出力レベルを調整す
る出力レベル調整手段を

の管理装置

ネットワークの管理装置
ネットワークの管理装置



従来、ＷＤＭ（波長分割多重）システムへのクライアント信号の収容は、１波毎に別々の
光ファイバを使用して行っており、全てのクライアント信号はＷＤＭシステムの内部また
は直近にて、トランスポンダにより一度、光／電気変換されたのち電気／光変換されてか
らＷＤＭシステムに収容されている。これは、ＷＤＭシステムまで供給されるクライアン
ト信号の波長と、ＷＤＭシステム内における波長とが異なるためである。
【０００３】
従来、遠隔地に存在する複数のクライアント信号を収容しようとした場合、２つの方法が
取られている。第１の方法は、図１に示すように、遠隔地から収容するＷＤＭシステムま
での間、収容すべきクライアント信号分の光ファイバを使用して１波ずつ伝送し、ＷＤＭ
システムのＷＤＭ端末装置１０，１１またはＡＤＭ（ａｄｄ　ｄｒｏｐ　ｍｕｌｔｉｐｌ
ｘｅｒ）１２にトランスポンダを介して収容する。
【０００４】
第２の方法は、図２に示すように、遠隔地でいったん小容量ＷＤＭシステムのＷＤＭ端末
装置１５で波長多重して最終的に収容するＷＤＭシステム間近まで伝送し、小容量ＷＤＭ
システムのＷＤＭ端末装置１６で１波毎に分離し、それからトランスポンダを介して最終
的なＷＤＭシステムのＷＤＭ端末装置１０，１１またはＷＤＭ－ＡＤＭ装置１２に収容す
る。
【０００５】
なお、ＷＤＭ端末装置１０，１１とＷＤＭ－ＡＤＭ装置１２との間では、例えば波長１５
００ｎｍ帯で０．４ｎｍ間隔の数１０チャネルの波長多重信号を送受信し、ＷＤＭ端末装
置１５，１６間では、例えば波長１５００ｎｍ帯で１．６ｎｍ間隔の数チャネル～１０数
チャネルの波長多重信号を送受信する。
【０００６】
また、従来、長距離ＷＤＭシステム、中短距離ＷＤＭシステム、ＳＯＮＥＴシステムのＭ
ＵＸ（ｍｕｌｔｉｐｌｘｅｒ）それぞれは、独自のＥＭＳ（エレメント・マネージメント
・システム）と、独自のデータリンクを使用して独立にシステム設定及び管理されている
。従って、同一顧客が各システムを組合せてネットワークを構成する場合、複数のＥＭＳ
を使用してネットワーク全体を管理する必要があり、複雑な管理を必要としていた。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、第１の方法の場合、遠隔地からＷＤＭシステムまでの間、収容するクライアント
信号の数だけ光ファイバを敷設または借用する必要があり、コストが高くなるという問題
があった。
【０００８】
第２の方法の場合、遠隔地及び最終的に収容するＷＤＭシステムの直前の２個所に小容量
ＷＤＭシステムのＷＤＭ端末装置１５，１６を設置する必要があり、コストが高くなると
いう問題があった。
【０００９】
また、従来は、長距離ＷＤＭシステム、中短距離ＷＤＭシステム、ＳＯＮＥＴ（Ｓｙｎｃ
ｈｒｏｎｏｕｓ　Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）システムのＭＵＸ（ｍｕｌｔｉｐｌ
ｘｅｒ）それぞれは、独自のＥＭＳ（エレメントマネージメントシステム）と、独自のデ
ータリンクを使用して独立にシステム設定及び管理されている。従って同一顧客が各シス
テムを組合せてネットワークを構成する場合、複数のＥＭＳを使用してネットワーク全体
を管理する必要があり、複雑な管理を必要としていた。
【００１０】
　本発明は、上記の点に鑑みなされたものであり、遠隔地からの複数のクライアント信号
を低コストで収容することができる を提供することを目的とする
。
【００１１】
【課題を解決するための手段】

10

20

30

40

50

(2) JP 3798642 B2 2006.7.19

ネットワークの管理装置



　請求項１に記載の発明は、

【００１８】
【発明の実施の形態】
図３は、本発明を用いたＷＤＭシステムの一実施例のシステム構成図を示す。同図中、長
距離（ロングホール）ＷＤＭシステムは、長距離ＷＤＭ端末装置２０，２１及びＷＤＭ－
ＡＤＭ装置２２及びその間を接続する光ファイバで構成されている。ルータ２４からのク
ライアント信号は光ファイバを伝送されトランスポンダを介して長距離ＷＤＭ端末装置２
０，２１に収容される。
【００１９】
遠隔地では、ルータ２６，２７からのクライアント信号は光ファイバを伝送されトランス
ポンダを介して近距離（メトロ）ＷＤＭシステムを構成する短距離ＷＤＭ端末装置２８に
収容される。また、ルータ３０からのクライアント信号は光ファイバを伝送されＳＯＮＥ
ＴシステムのＭＵＸ（ＳＯＮＥＴ－ＭＵＸ）３２で多重化されたのち、トランスポンダを
介して短距離ＷＤＭシステムを構成する短距離ＷＤＭ端末装置２８に収容される。
【００２０】
短距離ＷＤＭ端末装置２８では収容したクライアント信号を波長多重して伝送し、波長多
重したまま長距離ＷＤＭ端末装置２０，２１及びＷＤＭ－ＡＤＭ装置２２に収容する。こ
こで、短距離ＷＤＭ端末装置２８では、例えば波長１５００ｎｍ帯で０．４ｎｍ間隔の数
チャネル～１０数チャネルの波長多重信号を送受信し、長距離ＷＤＭ端末装置２０，２１
及びＷＤＭ－ＡＤＭ装置２２では、波長１５００ｎｍ帯で０．４ｎｍ間隔の数１０チャネ
ルの波長多重信号を送受信する。このとき、任意のクライアント信号は、短距離ＷＤＭシ
ステム及び長距離ＷＤＭシステムにおいて、同一波長で伝送される。つまり、短距離ＷＤ
Ｍ端末装置２８で波長多重化された光信号はトランスポンダを介することなく、即ち、光
／電気／光変換されることなく長距離ＷＤＭシステムに収容される。
【００２１】
また、長距離ＷＤＭ端末装置２０には、共通ＥＭＳ端末装置３４が接続されている。共通
ＥＭＳ端末装置３４は、長距離ＷＤＭ端末装置２０，２１及びＷＤＭ－ＡＤＭ装置２２、
及び短距離ＷＤＭ端末装置２８及びＳＯＮＥＴ－ＭＵＸ３２全てを一括してネットワーク
設定を行い、かつ、管理する。なお、共通ＥＭＳ端末装置３４は長距離ＷＤＭ端末装置２
０に限らず、長距離ＷＤＭ端末装置２１やＷＤＭ－ＡＤＭ装置２２に接続することが可能
である。
【００２２】
図４は、長距離ＷＤＭ端末装置２０，２１の一実施例のブロック構成図を示す。なお、本
実施例では、クライアント信号の流れを実線で示し、制御信号の流れを破線で示す。
【００２３】
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ＷＤＭ端末装置に接続されており、ＷＤＭネットワークの全
てのＷＤＭ端末装置及びＷＤＭ－ＡＤＭ装置及びＷＤＭ端末装置に接続されているＳＯＮ
ＥＴ装置をプロビジョニングするプロビジョニング手段と、
　ＷＤＭネットワークの全てのＷＤＭ端末装置及びＷＤＭ－ＡＤＭ装置及びＷＤＭ端末装
置に接続されているＳＯＮＥＴ装置のアラーム監視を行うアラーム監視手段と、
　ＷＤＭネットワークの全てのＷＤＭ端末装置及びＷＤＭ－ＡＤＭ装置で検出した受信信
号レベルに基づいて各ＷＤＭ端末装置及びＷＤＭ－ＡＤＭ装置の信号出力レベルを調整す
る出力レベル調整手段を有することにより、
　ＷＤＭネットワークを構成する長距離ＷＤＭ端末装置及び短距離ＷＤＭ端末装置及びＷ
ＤＭ－ＡＤＭ装置及びＳＯＮＥＴ装置が伝送する各クライアント信号の波長を異ならせる
ことができ、遠隔地の短距離ＷＤＭ端末装置から伝送される波長多重されたクライアント
信号を１波毎に分離することなく他のクライアント信号にアッドできるので波長多重する
ことができ、ＷＤＭネットワークを構成するＷＤＭ端末装置及びＷＤＭ－ＡＤＭ装置及び
ＳＯＮＥＴ装置それぞれのアラーム監視を一カ所で行うことができ、ＷＤＭネットワーク
を構成するＷＤＭ端末装置及びＷＤＭ－ＡＤＭ装置及びＳＯＮＥＴ装置それぞれの信号出
力レベルをリアルタイムに最適値に自動調整することができる。



同図中、遠隔地から短距離ＷＤＭシステムにて伝送されてきた波長多重された複数のクラ
イアント信号は、ＷＤＭ一括送信アンプ４２に供給され、ＷＤＭ一括送信アンプ４２に併
設された複数波長一括分散補償器４０で短距離ＷＤＭ伝送によって、伝送で蓄積された分
散を次の長距離ＷＤＭ伝送に適切なレベルまで補償される。分散補償された波長多重クラ
イアント信号は、ＷＤＭ一括送信アンプ４２にて波長多重部４４への入力として適切な出
力レベルに調整される。
【００２４】
ＷＤＭ一括送信アンプ４２の出力レベルは、ＷＤＭ一括送信アンプ４６の出力をスペクト
ラムアナライザ４８でモニタした結果に基づいてアンプ制御器５０から制御される。また
、ＷＤＭ一括送信アンプ４６の出力レベルもスペクトラムアナライザ４８のモニタ結果に
基づいてアンプ制御器５１から制御される。
【００２５】
ＷＤＭ一括送信アンプ４２にて出力レベル調整された波長多重クライアント信号は、波長
多重部４４に入力され、ここで他の波長多重クライアント信号やトランスポンダ５８を介
して１波毎に収容しているクライアント信号と波長多重される。波長多重されたＷＤＭ信
号は、ＷＤＭ一括送信アンプ４６にてレベル調整されると共に、複数波長一括分散補償器
４５で次のＷＤＭ伝送性能を確保するための分散補償を行われ長距離ＷＤＭネットワーク
に送出される。
【００２６】
一方、長距離ＷＤＭネットワークで伝送されてきたＷＤＭ信号は、ＷＤＭ一括受信アンプ
５４に供給され、複数波長一括分散補償器５２で長距離ＷＤＭ伝送により蓄積された分散
を補償され、またＷＤＭ一括受信アンプ５４でレベル調整される。分散補償及びレベル調
整されたＷＤＭ信号は、その後、分離波長可変分離部５６で分離される。
【００２７】
分離波長可変分離部５６は、ＷＤＭ信号を１波から複数波長まで多重信号から設定で自由
に分離できる。１波で分離された信号は、トランスポンダ５８を介してクライアント側（
ルータ経由）に送出される。
【００２８】
波長多重されたまま遠隔地に伝送される複数波長多重信号は、分離波長可変分離部５６で
分離された後、ＷＤＭ一括送信アンプ６２で、次の短距離ＷＤＭ伝送に適切なレベルに増
幅されると共に複数波長一括分散補償器６０で、次のＷＤＭ伝送性能を確保するための分
散補償を行われ、短距離ＷＤＭネットワークに送出される。
【００２９】
ＷＤＭ一括送信アンプ５４の出力レベルは、ＷＤＭ一括送信アンプ５４の出力をスペクト
ラムアナライザ５３でモニタした結果に基づいてアンプ制御器５５から制御される。また
、ＷＤＭ一括送信アンプ６２の出力レベルもＷＤＭ一括送信アンプ６２の出力をスペクト
ラムアナライザ６３でモニタした結果に基づいてアンプ制御器６４から制御される。
【００３０】
図５は、ＷＤＭ－ＡＤＭ装置２２の一実施例のブロック構成図を示す。同図中、遠隔地か
ら短距離ＷＤＭシステムにて伝送されてきた波長多重された複数のクライアント信号は、
ＷＤＭ一括送信アンプ１４２に供給され、ＷＤＭ一括送信アンプ１４２に併設された複数
波長一括分散補償器１４０で短距離ＷＤＭ伝送により蓄積された分散を次の長距離ＷＤＭ
伝送に適切なレベルまで補償される。分散補償された波長多重クライアント信号は、ＷＤ
Ｍ一括送信アンプ１４２にて分離波長可変アッド／ドロップ部１４４への入力として適切
な出力レベルに調整される。ＷＤＭ一括送信アンプ１４２の出力レベルは、ＷＤＭ一括送
信アンプ１４２の出力をスペクトラムアナライザ１４１でモニタした結果を基に、アンプ
制御器１４３から制御される。
【００３１】
出力レベル調整された波長多重クライアント信号は、分離波長可変アッド／ドロップ部１
４４で、他の波長多重クライアント信号や１波毎に収容しているクライアント信号ととも
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に、長距離ＷＤＭ端末装置２０からＷＤＭ一括送信アンプ１２０を通して供給される自ノ
ードを通過する波長にアッド（波長多重）される。アッドされた信号の束は、ＷＤＭ一括
送信アンプ１４８及び複数波長一括分散補償器１４６で次のＷＤＭ伝送性能を確保するた
めの分散補償されると共に適切なレベルに調整され、長距離ＷＤＭネットワークに送出さ
れる。ＷＤＭ一括送信アンプ１４８の出力レベルは、ＷＤＭ一括送信アンプ１４８の出力
をスペクトラムアナライザ１４９でモニタした結果に基づいてアンプ制御器１５０から制
御される。
【００３２】
一方、長距離ＷＤＭ端末装置２１から長距離ＷＤＭネットワークで伝送されてきたＷＤＭ
信号は、複数波長一括分散補償器１５２で長距離ＷＤＭ伝送により蓄積された分散を補償
され、またＷＤＭ一括受信アンプ１５４でレベル調整される。その後、分離波長可変アッ
ド／ドロップ部１５６に供給され、ここで自ノードでドロップ（波長分離）する波長が波
長分離される。
【００３３】
分離波長可変アッド／ドロップ部１５６は、ＷＤＭ信号から分離する信号を１波から複数
波長まで自由に設定できる。１波で分離された信号は、トランスポンダ１５８を介してク
ライアント側に送出される。
【００３４】
ＷＤＭされたまま遠隔地に伝送される複数波長多重信号は、分離された後ＷＤＭ一括送信
アンプ１６２で次の短距離ＷＤＭ伝送に適切なレベルに増幅されると共に複数波長分散補
償器１６０で次のＷＤＭ伝送性能を確保するための分散補償を行われ、短距離ＷＤＭネッ
トワークに送出される。
【００３５】
ＷＤＭ一括送信アンプ１５４の出力レベルは、ＷＤＭ一括送信アンプ１５４の出力をスペ
クトラムアナライザ１５３でモニタした結果を基に、アンプ制御器１５４から制御される
。また、ＷＤＭ一括送信アンプ１６２の出力レベルもＷＤＭ一括送信アンプ１６２の出力
をスペクトラムアナライザ１６３でモニタした結果に基づいてアンプ制御器１６４から制
御される。
【００３６】
図６は、短距離ＷＤＭ端末装置２８の一実施例のブロック構成図を示す。同図中、ルータ
２８からの１波毎のクライアント信号はトランスポンダ２００を介して波長多重部２４４
に供給され、ＳＯＮＥＴ－ＭＵＸ３２からの１波毎のクライアント信号はトランスポンダ
２１０を介して波長多重部２４４に入力され、ここで他の１波毎のクライアント信号と波
長多重される。波長多重されたＷＤＭ信号は、ＷＤＭ一括送信アンプ２４６にてレベル調
整されると共に、複数波長一括分散補償器２４５で次のＷＤＭ伝送性能を確保するための
分散補償を行われ長距離ＷＤＭネットワークに送出される。
【００３７】
ＷＤＭ一括送信アンプ２４６の出力レベルは、ＷＤＭ一括送信アンプ２４６の出力をスペ
クトラムアナライザ２４８でモニタした結果に基づいてアンプ制御器２５０から制御され
る。
【００３８】
一方、短距離ＷＤＭネットワークで伝送されてきたＷＤＭ信号は、ＷＤＭ一括受信アンプ
２５４に供給され、複数波長一括分散補償器２５２で短距離ＷＤＭ伝送により蓄積された
分散を補償され、またＷＤＭ一括受信アンプ２５４でレベル調整される。分散補償及びレ
ベル調整されたＷＤＭ信号は、その後、波長分離部２５６で分離される。ＷＤＭ一括送信
アンプ２５４の出力レベルは、ＷＤＭ一括送信アンプ２５４の出力をスペクトラムアナラ
イザ２５３でモニタした結果に基づいてアンプ制御器２５５から制御される。
【００３９】
分離波長可変分離部２５６は、ＷＤＭ信号を１波毎に分離してトランスポンダ２００を介
してクライアント側（ルータ経由）に送出し、また、トランスポンダ２１０を介してＳＯ
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ＮＥＴ－ＭＵＸ３２に送出する。
【００４０】
次に、共通ＥＭＳ端末装置による一括ネットワーク設定及び管理について、説明する。
【００４１】
図４に示す長距離ＷＤＭ端末装置２０，２１には、長距離ＷＤＭ用ＯＳＣ－ＤＣＣ終端部
８０，短距離ＷＤＭ用ＯＳＣ－ＤＣＣ終端部８２，ＥＭＳインタフェース終端部８４，Ｓ
ＯＮＥＴ－ＤＣＣ終端部８６，メッセージ処理・変換部８８，装置制御部８９が設けられ
ており、ＥＭＳインタフェース終端部８４に共通ＥＭＳ端末装置３４が接続される。
【００４２】
図５に示すＡＤＭ端末装置２０には、長距離ＷＤＭ用ＯＳＣ－ＤＣＣ終端部１８０，短距
離ＷＤＭ用ＯＳＣ－ＤＣＣ終端部１８２，ＥＭＳインタフェース終端部１８４，ＳＯＮＥ
Ｔ－ＤＣＣ終端部１８６，メッセージ処理・変換部１８８，装置制御部１８９が設けられ
ており、ＥＭＳインタフェース終端部１８４に共通ＥＭＳ端末装置３４が接続される。
【００４３】
図６に示す短距離ＷＤＭ端末装置２８には、短距離ＷＤＭ用ＯＳＣ－ＤＣＣ終端部２８２
，ＥＭＳインタフェース終端部２８４，ＳＯＮＥＴ－ＤＣＣ終端部２８６，メッセージ処
理・変換部２８８，装置制御部２８９が設けられており、ＥＭＳインタフェース終端部２
８４に共通ＥＭＳ端末装置３４が接続される。
【００４４】
ここで、図４に示す共通ＥＭＳ端末装置３４からＴＬ１（Ｔｒａｎｓａｃｔｉｏｎａｌ　
Ｌｌａｎｇｕａｇｅ　１）等の言語で自らの長距離ＷＤＭ端末装置２０に対するプロビジ
ョニング情報が含まれたメッセージが伝送されてくると、このメッセージはＥＭＳインタ
フェース終端部８４を介してメッセージ処理・変換部８８に送られ、そこで自装置に対す
るメッセージであることを認識し、メッセージの形態を長距離ＷＤＭ端末装置が認識でき
る形態に変換する。そして、装置制御部８９は変換されたメッセージを基に、長距離ＷＤ
Ｍ端末装置２０各部の設定及び保守管理を行う。これによって、長距離ＷＤＭ端末装置２
０の複数のトランスポンダそれぞれの出力波長の設定や複数のＷＤＭ一括送信アンプの出
力レベルの設定等を行うことができる。
【００４５】
次に、図４に示す共通ＥＭＳ端末装置３４からＴＬ１等の言語で長距離ＷＤＭ端末装置２
０に接続された短距離ＷＤＭ端末装置２８に対するプロビジョニング情報が含まれたメッ
セージが伝送されてくると、このメッセージはＥＭＳインタフェース終端部８４を介して
メッセージ処理・変換部８８に送られ、そこで短距離ＷＤＭ端末装置２８に送出すべきメ
ッセージであること、及び送出対象の自らの長距離ＷＤＭ端末装置２０が収容している短
距離ＷＤＭ端末装置２８を認識し、メッセージの形態を短距離ＷＤＭ端末装置２８が認識
できる形態に変換する。
【００４６】
この変換されたメッセージを基に、短距離ＷＤＭ用ＯＳＣ－ＤＣＣ終端部８２で短距離Ｗ
ＤＭ端末装置２８の設定及び保守管理を行うためのＯＳＣ（オプティカル・スーパーバイ
ジング・チャネル）－ＤＣＣ（データ・コミュニケーション・チャネル）を生成する。こ
のＯＳＣ－ＤＣＣは、ＯＳＣ生成部９０で他のデータとともにＯＳＣとして１つの波長と
され、カプラー９１で主信号と合波されＷＤＭ伝送される。
【００４７】
そして、図６に示す短距離ＷＤＭ端末装置２８のデカプラー２９２で長距離ＷＤＭ用のＯ
ＳＣを分離し、ＯＳＣ終端部２９３でＯＳＣ－ＤＣＣを分離する。このＯＳＣ－ＤＣＣは
短距離ＷＤＭ用のＯＳＣ－ＤＣＣ終端部２８２を介してメッセージ処理・変換部２８８に
送られ、そこで短距離ＷＤＭ端末装置２８に送出すべきメッセージであることを認識し、
メッセージの形態を短距離ＷＤＭ端末装置２８が認識できる形態に変換する。そして、装
置制御部２８９は変換されたメッセージを基に、短距離ＷＤＭ端末装置２８各部の設定及
び保守管理を行う。
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【００４８】
なお、短距離ＷＤＭ端末装置２８に収容されているＳＯＮＥＴ－ＭＵＸ３２の設定及び保
守管理を行う場合には、ＯＳＣ終端部２９３で分離したＯＳＣ－ＤＣＣはメッセージ処理
・変換部２８８でＳＯＮＥＴ－ＭＵＸ３２に送出すべきメッセージであることを認識し、
メッセージの形態をＳＯＮＥＴ－ＭＵＸ３２が認識できる形態に変換する。
【００４９】
この変換されたメッセージを基に、ＳＯＮＥＴ－ＤＣＣ終端部２８６でＳＯＮＥＴ－ＭＵ
Ｘ３２の設定及び保守管理を行うためのＯＳＣ－ＤＣＣを生成してトランスポンダ２１０
を介しＳＯＮＥＴ－ＭＵＸ３２に伝送して、ＳＯＮＥＴ－ＭＵＸ３２の設定及び保守管理
が行われる。
【００５０】
これによって、短距離ＷＤＭ端末装置２８及びＳＯＮＥＴ－ＭＵＸ３２の複数のトランス
ポンダそれぞれの出力波長の設定や複数のＷＤＭ一括送信アンプの出力レベルの設定等を
行うことができる。
【００５１】
次に、図４に示す共通ＥＭＳ端末装置３４からＴＬ１等の言語で長距離ＷＤＭのＷＤＭ－
ＡＤＭ装置２２に収容されている短距離ＷＤＭ端末装置２８のプロビジョニング情報が含
まれたメッセージが送出されてくると、このメッセージはＥＭＳインタフェース終端部８
４を介してメッセージ処理・変換部８８に送られ、そこで短距離ＷＤＭ端末装置２８に送
出すべきメッセージであること、及び送出対象の短距離ＷＤＭ端末装置２８を認識し、送
出対象の短距離ＷＤＭ端末装置２８がＷＤＭ－ＡＤＭ装置２２に収容されているためメッ
セージの形態をＷＤＭ－ＡＤＭ装置２２が認識できる形態に変換する。
【００５２】
変換されたメッセージを基に、ＯＳＣ－ＤＣＣ終端部８０で長距離ＷＤＭ用のＯＳＣ－Ｄ
ＣＣを生成する。長距離ＷＤＭ用のＯＳＣ－ＤＣＣは、ＯＳＣ生成部９０で他のデータと
ともにＯＳＣとして１つの波長となり、カプラー９１で主信号と合波されＷＤＭ伝送され
る。
【００５３】
そして、図５に示すＷＤＭ－ＡＤＭ装置２２のデカプラー１９２で長距離ＷＤＭ用のＯＳ
Ｃを分離し、ＯＳＣ終端部１９３でＯＳＣ－ＤＣＣを分離する。このＯＳＣ－ＤＣＣは長
距離ＷＤＭ用のＯＳＣ－ＤＣＣ終端部１８０を介してメッセージ処理・変換部１８８に送
られ、そこで短距離ＷＤＭ端末装置に送出すべきメッセージであること、及び送出対象が
自らのＷＤＭ－ＡＤＭ装置２２が収容している短距離ＷＤＭ端末装置２８を認識し、メッ
セージの形態を短距離ＷＤＭ端末装置２８が認識できる形態に変換する。
【００５４】
変換されたメッセージを基に、短距離ＷＤＭ用のＯＳＣ－ＤＣＣ終端部１８２で短距離Ｗ
ＤＭ端末装置用のＯＳＣ－ＤＣＣを生成する。短距離ＷＤＭ端末装置用のＯＳＣ－ＤＣＣ
は、ＯＳＣ生成部１９４で他のデータとともにＯＳＣとして１つの波長となり、カプラー
１９５で主信号と合波されＷＤＭ伝送される。
【００５５】
そして、図６に示す短距離ＷＤＭ端末装置２８のデカプラー２９２で長距離ＷＤＭ用のＯ
ＳＣを分離し、ＯＳＣ終端部２９３でＯＳＣ－ＤＣＣを分離する。このＯＳＣ－ＤＣＣは
短距離ＷＤＭ用のＯＳＣ－ＤＣＣ終端部２８２を介してメッセージ処理・変換部２８８に
送られ、そこで短距離ＷＤＭ端末装置２８に送出すべきメッセージであることを認識し、
メッセージの形態を短距離ＷＤＭ端末装置２８が認識できる形態に変換する。そして、装
置制御部２８９は変換されたメッセージを基に、短距離ＷＤＭ端末装置２８各部の設定及
び保守管理を行う。
【００５６】
これによって、短距離ＷＤＭ端末装置２８及びそれに収容されているＳＯＮＥＴ－ＭＵＸ
３２の複数のトランスポンダそれぞれの出力波長の設定や複数のＷＤＭ一括送信アンプの
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出力レベルの設定等を行うことができる。
【００５７】
次に、図３において、短距離ＷＤＭ端末装置２８，長距離ＷＤＭ端末装置２０，ＷＤＭ－
ＡＤＭ装置２２，短距離ＷＤＭ端末装置２８というルートで、ある特定波長を使用してル
ータ２６とルータ２７の間に伝送路を提供しているものとする。
【００５８】
この状態で長距離ＷＤＭ端末装置２０は、ＷＤＭ－ＡＤＭ装置２２から受信しているＷＤ
Ｍ信号を常時モニタしているが、上記特定波長に対して受信レベルダウン等の異常を検出
した場合、長距離ＷＤＭ端末装置２０は、共通ＥＭＳ端末装置３４に格納されている波長
管理テーブルを通してルートの全区間を通して使用可能な波長を検索し、新たな波長を割
当てる。
【００５９】
新たに割当てた波長は、図４に示す短距離ＷＤＭ用のＯＳＣ－ＤＣＣ８２を使用してルー
タ２６を収容する短距離ＷＤＭ端末装置２８に通知され、長距離ＷＤＭ用のＯＳＣ－ＤＣ
Ｃ８０を使用してＷＤＭ－ＡＤＭ装置２２に通知され、長距離ＷＤＭ用のＯＳＣ－ＤＣＣ
８０、及びＷＤＭ－ＡＤＭ装置２２で変換された短距離ＷＤＭ用のＤＣＣを使用してルー
タ２７を収容する短距離ＷＤＭ端末装置２８に通知される。
【００６０】
ルータ２７を収容する短距離ＷＤＭ端末装置２８では、自装置内のトランスポンダの出力
波長を新たに割当てられた波長に変更する。長距離ＷＤＭ用のＷＤＭ－ＡＤＭ装置２２で
は新たな波長を収容するために、図５に示す分離波長可変アッド／ドロップ部１４４，１
５６の設定を変更する。長距離ＷＤＭ端末装置２０では新たな波長をルータ２６を収容す
る短距離ＷＤＭ端末装置２８に送出するために、図４に示す分離波長可変波長分離部５６
の設定を変更する。ルータ２６を収容する短距離ＷＤＭ端末装置２８では受信した新たな
波長をルータ２６に送出すべき信号として扱う。このようにして、長距離ＷＤＭ端末装置
２０は特定波長に対して受信レベルダウン等の異常を検出した場合、新たな波長を割当て
ることができる。
【００６１】
次に、図３において、短距離ＷＤＭ端末装置２８，長距離ＷＤＭ端末装置２０，ＷＤＭ－
ＡＤＭ装置２２，短距離ＷＤＭ端末装置２８というルートで、ある特定波長を使用してル
ータ２６とルータ２７の間に伝送路を提供しているものとする。
【００６２】
この状態でＷＤＭ－ＡＤＭ装置２２は、長距離ＷＤＭ端末装置２０から受信しているＷＤ
Ｍ信号を常時モニタしているが、ルートの波長に対して受信レベルダウン等の異常を検出
した場合、ＷＤＭ－ＡＤＭ装置２２は、共通ＥＭＳ端末装置３４に格納されている波長管
理テーブルを通してルート全区間を通して使用可能な波長を検索し、新たな波長を割当て
る。
【００６３】
新たに割当てた波長は、短距離ＷＤＭ用のＯＳＣ－ＤＣＣ８２を使用してルータ２７を収
容する短距離ＷＤＭ端末装置２８に通知され、長距離ＷＤＭ用のＯＳＣ－ＤＣＣ８０を使
用して長距離ＷＤＭ端末装置２０に通知され、長距離ＷＤＭ用のＯＳＣ－ＤＣＣ８０、及
び長距離ＷＤＭ端末装置２０で変換された短距離ＷＤＭ用のＤＣＣを使用してルータ２６
を収容する短距離ＷＤＭ端末装置２８に通知される。
【００６４】
ルータ２７を収容する短距離ＷＤＭ端末装置２８では自装置内のトランスポンダの出力波
長を変更する。長距離ＷＤＭ用のＷＤＭ－ＡＤＭ装置２２では新たな波長をドロップする
ために、図５に示す分離波長可変アッド／ドロップ部１５６の設定を変更する。短距離Ｗ
ＤＭ端末装置２８では受信した新たな波長をルータ２７に送出すべき信号として扱う。こ
のようにして、ＷＤＭ－ＡＤＭ装置２２は特定波長に対して受信レベルダウン等の異常を
検出した場合、新たな波長を割当てることができる。
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【００６５】
次に、図４において、短距離ＷＤＭ端末装置２８で発生したアラームメッセージが短距離
ＷＤＭ用のＯＳＣ－ＤＣＣで短距離ＷＤＭ用のＯＳＣ－ＤＣＣ終端部８２を介してメッセ
ージ処理・変換部８８に送られたものとする。メッセージ処理・変換部８８では、共通Ｅ
ＭＳ端末装置３４に送出すべきメッセージであること、及び対象の短距離ＷＤＭ端末装置
２８を認識し（ここでは自らの長距離ＷＤＭ端末装置２０が収容している短距離ＷＤＭ端
末装置とする）、メッセージの形態を共通ＥＭＳ端末装置３４が認識できる形態に変換す
る。変換されたメッセージはＥＭＳインタフェース終端部８４を介し、その他のメッセー
ジと合わせて共通ＥＭＳ端末装置３４に送出される。
【００６６】
次に、図５に示すＷＤＭ－ＡＤＭ装置２２において、短距離ＷＤＭ端末装置２８で発生し
たアラームメッセージが短距離ＷＤＭ用のＯＳＣ－ＤＣＣで伝送されてきたものとする。
この場合、メッセージは短距離ＷＤＭ用のＯＳＣ－ＤＣＣ終端部１８２を介してメッセー
ジ処理・変換部１８８に送られ、そこで長距離ＷＤＭ端末装置に接続されている共通ＥＭ
Ｓ端末装置３４に送出すべきメッセージであること、及び対象の短距離ＷＤＭ端末装置２
８を認識し（ここでは自らのＡＤＭが収容している短距離ＷＤＭ端末装置とする）、メッ
セージの形態を長距離ＷＤＭ端末装置２０が認識できる形態に変換する。
【００６７】
そして、変換されたメッセージを基に、長距離ＷＤＭ用のＯＳＣ－ＤＣＣ終端部１８０で
長距離ＷＤＭ用の用のＯＳＣ－ＤＣＣを生成する。長距離ＷＤＭ用のＯＳＣ－ＤＣＣは、
ＯＳＣ生成部１９４で他のデータとともにＯＳＣとして１つの波長とされ、カプラー１９
５で主信号と合波されＷＤＭ伝送される。
【００６８】
これにより、ＷＤＭ－ＡＤＭ装置２２が収容している短距離ＷＤＭ端末装置２８で発生し
たアラームメッセージが、図４に示す長距離ＷＤＭ端末装置２０に長距離ＷＤＭ用のＯＳ
Ｃ－ＤＣＣで伝送されてくる。このメッセージは長距離ＷＤＭ用のＯＳＣ－ＤＣＣ終端部
８０を介してメッセージ処理・変換部８８に送られ、そこで共通ＥＭＳ端末装置３４に送
出すべきメッセージであること、及び対象の短距離ＷＤＭ端末装置２８を認識し（ここで
は対向するＷＤＭ－ＡＤＭ装置２２が収容している短距離ＷＤＭ端末装置２８とする）、
メッセージの形態を共通ＥＭＳ端末装置３４が認識できる形態に変換する。変換されたメ
ッセージはＥＭＳインタフェース終端部８４を介してその他のメッセージと合わせて共通
ＥＭＳ端末装置３４に送出される。これによって、ＷＤＭネットワークを構成するＷＤＭ
端末装置及びＷＤＭ－ＡＤＭ装置及びＳＯＮＥＴ装置それぞれのアラーム監視を一カ所で
行うことができる。
【００６９】
次に、図３において、長距離ＷＤＭ端末装置２０は短距離ＷＤＭ端末装置２８から受信し
ているＷＤＭ信号を常時モニタしており、光ファイバ等の状態の変化による受信ＷＤＭ信
号のレベルが変化したことを検出したものとする。
【００７０】
受信レベルの変化は、長距離ＷＤＭ端末装置２０から短距離ＷＤＭ用のＯＳＣ－ＤＣＣを
使用して短距離ＷＤＭ端末装置２８に通知され、通知を受けた短距離ＷＤＭ端末装置２８
は自装置内部の図６に示すＷＤＭ一括送信アンプ２４６の出力レベルが最適値になるよう
自動調整を行う。これによって、正常なＷＤＭ伝送を確保することができる。
【００７１】
次に、図３において、長距離ＷＤＭ用のＷＤＭ－ＡＤＭ装置２２は短距離ＷＤＭ端末装置
２８から受信しているＷＤＭ信号を常時モニタしており、光ファイバー等の状態の変化に
よる受信ＷＤＭ信号のレベルが変化したことを検出したものとする。受信レベルの変化は
、短距離ＷＤＭ用のＯＳＣ－ＤＣＣを使用してＷＤＭ－ＡＤＭ装置２２が収容する短距離
ＷＤＭ端末装置２８に通知され、通知を受けた短距離ＷＤＭ端末装置２８は、図６に示す
自装置内部のＷＤＭ一括送信アンプ２４６の出力レベルが最適値になるよう自動調整を行
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う。これによって、正常なＷＤＭ伝送を確保することができる。
【００７２】
このように、波長多重されているクライアント信号を分離することなく、そのまま次段の
長距離ＷＤＭシステムに収容及び伝送することで、クライアント信号を分離するためのＷ
ＤＭ－ＤＥＭＵＸ及びトランスポンダ、また次段の長距離ＷＤＭシステムに収容するため
の送信トランスポンダを削除することが可能となり、結果として低コストでクライアント
信号を収容することが可能となる。
【００７３】
また、遠隔の一個所に伝送すべき波長多重されているクライアント信号を個々に分離する
ことなく、そのまま遠隔地までＷＤＭ伝送することで、クライアント信号を分離するため
のＷＤＭ－ＤＥＭＵＸ及びトランスポンダ、また遠隔までＷＤＭ伝送するためのトランス
ポンダ及びＷＤＭ－ＭＵＸを削減することが可能となり、結果として低コストでのクライ
アント信号の送信が可能となる。
【００７４】
更に、ＥＭＳインタフェースや長距離ＷＤＭネットワークでデータリンクパスとして使用
している長距離ＷＤＭ用のＯＳＣ－ＤＣＣ、短距離ＷＤＭネットワークでデータリンクパ
スとして使用している短距離ＷＤＭ用のＯＳＣ－ＤＣＣ、ＳＯＮＥＴネットワーク内でデ
ータリンクパスとして使用しているＳＯＮＥＴ－ＤＣＣそれぞれの間で、相互にメッセー
ジ変換を行うことで、一個所に接続した共通ＥＭＳから一括してネットワーク全体を設定
及び管理できるようになる。
【００７５】
　なお、長距離ＷＤＭ端末装置２０，短距離ＷＤＭ端末装置２８が請求項記載のＷＤＭ端
末装置に対応し、波長多重部４４が多重手段に対応し、分離波長可変分離部５６が分離手
段に対応し、分離波長可変アッド／ドロップ部１４４がアッド手段及びドロップ手段に対
応し、共通ＥＭＳ端末装置３４がプロビジョニング手段及びアラーム監視手段及び出力レ
ベル調整手段 に対応する。
【００７６】
（付記１）　複数のクライアント信号を波長多重して伝送するＷＤＭネットワークのＷＤ
Ｍ端末装置において、
波長多重されてきた複数のクライアント信号に波長多重した状態で、他の１波毎のクライ
アント信号または他の波長多重された複数のクライアント信号の少なくともいずれかを波
長多重して伝送する多重手段を
有することを特徴とするＷＤＭ端末装置。
【００７７】
（付記２）　複数のクライアント信号を波長多重して伝送するＷＤＭネットワークのＷＤ
Ｍ端末装置において、
波長多重されてきた複数のクライアント信号から一カ所に伝送すべき複数のクライアント
信号を波長多重した状態で分離し、分離した複数のクライアント信号を波長多重した状態
で伝送する分離手段を
有することを特徴とするＷＤＭ端末装置。
【００７８】
（付記３）　複数のクライアント信号を波長多重して伝送するＷＤＭネットワークにおい
て、
ＷＤＭ端末装置に接続されており、ＷＤＭネットワークの全てのＷＤＭ端末装置及びＷＤ
Ｍ－ＡＤＭ装置及びＷＤＭ端末装置に接続されているＳＯＮＥＴ装置をプロビジョニング
するプロビジョニング手段を
有することを特徴とするＷＤＭネットワーク。
【００７９】
（付記４）　複数のクライアント信号を波長多重して伝送するＷＤＭネットワークにおい
て、

10

20

30

40

50

(10) JP 3798642 B2 2006.7.19

を持つ管理装置



ＷＤＭ端末装置に接続されており、ＷＤＭネットワークの全てのＷＤＭ端末装置及びＷＤ
Ｍ－ＡＤＭ装置及びＷＤＭ端末装置に接続されているＳＯＮＥＴ装置のアラーム監視を行
うアラーム監視手段を
有することを特徴とするＷＤＭネットワーク。
【００８０】
（付記５）　複数のクライアント信号を波長多重して伝送するＷＤＭネットワークにおい
て、
ＷＤＭ端末装置に接続されており、ＷＤＭネットワークの全てのＷＤＭ端末装置及びＷＤ
Ｍ－ＡＤＭ装置で検出した受信信号レベルに基づいて各ＷＤＭ端末装置及びＷＤＭ－ＡＤ
Ｍ装置の信号出力レベルを調整する出力レベル調整手段を
有することを特徴とするＷＤＭネットワーク。
【００８１】
（付記６）　複数のクライアント信号を波長多重して伝送するＷＤＭネットワークでクラ
イアント信号をアッドまたはドロップするＷＤＭ－ＡＤＭ装置において、
波長多重されて伝送されてきた複数のクライアント信号を波長多重した状態で、他の波長
多重された複数のクライアント信号にアッドして伝送するアッド手段を
有することを特徴とするＷＤＭ－ＡＤＭ装置。
【００８２】
（付記７）　複数のクライアント信号を波長多重して伝送するＷＤＭネットワークでクラ
イアント信号をアッドまたはドロップするＷＤＭ－ＡＤＭ装置において、
波長多重されて伝送されてきた複数のクライアント信号から一カ所に伝送すべき複数のク
ライアント信号を波長多重した状態でドロップし、分離した複数のクライアント信号を波
長多重した状態で伝送するドロップ手段を
有することを特徴とするＷＤＭ－ＡＤＭ装置。
【００８３】
【発明の効果】
　上述の如く、請求項１に記載の発明は、

【図面の簡単な説明】
【図１】従来方法を用いたＷＤＭシステムの一例のシステム構成図である。
【図２】従来方法を用いたＷＤＭシステムの他の一例のシステム構成図である。
【図３】本発明を用いたＷＤＭシステムの一実施例のシステム構成図である。
【図４】長距離ＷＤＭ端末装置の一実施例のブロック構成図である。
【図５】ＷＤＭ－ＡＤＭ装置の一実施例のブロック構成図である。
【図６】短距離ＷＤＭ端末装置の一実施例のブロック構成図である。
【符号の説明】
１０　受信部
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ＷＤＭ端末装置に接続されており、ＷＤＭネッ
トワークの全てのＷＤＭ端末装置及びＷＤＭ－ＡＤＭ装置及びＷＤＭ端末装置に接続され
ているＳＯＮＥＴ装置をプロビジョニングするプロビジョニング手段と、ＷＤＭネットワ
ークの全てのＷＤＭ端末装置及びＷＤＭ－ＡＤＭ装置及びＷＤＭ端末装置に接続されてい
るＳＯＮＥＴ装置のアラーム監視を行うアラーム監視手段と、ＷＤＭネットワークの全て
のＷＤＭ端末装置及びＷＤＭ－ＡＤＭ装置で検出した受信信号レベルに基づいて各ＷＤＭ
端末装置及びＷＤＭ－ＡＤＭ装置の信号出力レベルを調整する出力レベル調整手段を有す
ることにより、ＷＤＭネットワークを構成する長距離ＷＤＭ端末装置及び短距離ＷＤＭ端
末装置及びＷＤＭ－ＡＤＭ装置及びＳＯＮＥＴ装置が伝送する各クライアント信号の波長
を異ならせることができ、遠隔地の短距離ＷＤＭ端末装置から伝送される波長多重された
クライアント信号を１波毎に分離することなく他のクライアント信号にアッドできるので
波長多重することができ、ＷＤＭネットワークを構成するＷＤＭ端末装置及びＷＤＭ－Ａ
ＤＭ装置及びＳＯＮＥＴ装置それぞれのアラーム監視を一カ所で行うことができ、ＷＤＭ
ネットワークを構成するＷＤＭ端末装置及びＷＤＭ－ＡＤＭ装置及びＳＯＮＥＴ装置それ
ぞれの信号出力レベルをリアルタイムに最適値に自動調整することができる。



２０，２１　長距離ＷＤＭ端末装置
２２　ＷＤＭ－ＡＤＭ装置
２４　ルータ
２６　ルータ
２８　短距離ＷＤＭ端末装置
３０　ルータ
３２　ＳＯＮＥＴ－ＭＵＸ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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